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　TCH（歯列接触癖）の概念は大分広

まってきました．この用語は佐藤先生

が，2006 年に学位論文をまとめられ

る際に，当時東京慈恵会医科大学の教

授であり，木野とともに論文の共同著

者でもあった杉崎正志先生たちと頭を

絞って考え出した略語です．

　世の中に出て 15 年近くなり，現在

では患者さんが持参された紹介状の文

言のなかに「TCH」の文字が入ってい

る，あるいは紹介元への報告に説明な

く TCH と書いてもご理解いただける

場面が増えています．また私的に開い

ている木野顎関節研究所ホームページ

への問合せにも，開業歯科医の方から

しばしば TCH に関する質問が寄せら

れるようになりました．また，顎関節

症に悩む患者さん自身からの質問に

も，TCH という用語が使われるよう

にもなっています．

　しかし，いまだに顎関節症に苦しん

でおられ，これまでの治療では良く

なっていない，あるいはいったん症状

が軽減しても再発を繰り返していると

いう患者さんがおいでです．そういっ

た質問を読むと，その多くが TCH の

ような軽い接触ではなく，強いかみし

めを問題視しているように思われます．

　このような状況を招いた原因の一つ

として，当初学会や講演会あるいは雑

誌などでわれわれが説明，指導した概

念が，以前から知られている夜間ブラ

キシズムであるグラインディングやク

レンチングと同様な範疇に属する，い

わ ば「 日 中 の か み し め（d i u r n a l 

clenching）」と捉えられてきたためで

はないだろうかと考えています．ま

た，開業歯科医の方からの質問では

「TCH 是正法を指導したが，なかなか

抜けない」といった不満も聞かれます．

しかし，その指導法を詳しく問いただ

すと，きちんとした習癖逆転法になっ

ていないこともしばしば読み取れます．

　TCH が世に出て 10 年以上経過した

今日，TCH の影響は顎関節症だけに

とどまらず，いろいろな歯科疾患の増

悪にも関与することが明らかになって

きています．歯周病，義歯性疼痛，舌

炎や舌痛症，原因不明歯痛など，日常

臨床でもしばしば遭遇する歯科疾患の

悪化原因が TCH であったという事例

が多くみられています．

　しかしながら，患者さんに TCH を

見いだしても，その是正がすぐにでき

るかというと，なかなか難しい状況が

あります．顎関節症のように疼痛があ

るなら，是正の動機付けには十分なの

ですが，たとえば歯周病の例をみます

と，動揺度 1 程度である場合，通常

のプロケアとともに TCH の是正を行

えば動揺は 0 に改善します．しかし，

この段階では疼痛がないことから，患

者さんの TCH 是正の動機付けが十分

にはできない場合が多くみられるので

す．

　このような状況を考えると，患者さ

ん 向 け の 本 書 は， ま さ に こ の 間 の

TCH をめぐる誤解を解き，適切とは

言えない是正法をわかりやすく解説し

ています．さらに顎関節症を含む歯科

疾患への影響を，わかりやすくていね

いに説明してあることから，待合室に

置いて来院した患者さんの目にとまる

ようにすることは，患者さん自身の意

識向上に大いに貢献するものと考えま

す．

TCH（歯列接触癖）って
知っていますか？
あなたの「痛い」の原因は TCH かもしれません
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